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誕生( 1) 」（以下、「Ⅰ」「Ⅱ」と略する）が批評誌『視界』の第 1号・第 2号に発表された





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 2 )喜志哲雄「高橋和巳の態度」、『高橋和巳全集』第 5巻月報、1977年、5ページに「『中国に於け
る文学的態度の変遷』という、おそらくは大著になっていたに違いない作品は、最初の 2章が
書かれただけで終った」とある。






( 5 )『高橋和巳作品集』第 8巻、東京：河出書房新社、1970年、18-19ページ。
( 6 )『高橋和巳作品集』第 3巻、東京：河出書房新社、1969年、257ページ。





( 9 )「なぜ長篇小説を書くか」、『高橋和巳作品集』第 8巻、329ページ。「憂鬱なる党派」第 5章 3
には「理想、アポリア、奥義、還行など一群の西村の慣用語」として出てくる。
( 10 )「逸脱の論理̶̶埴谷雄高論」、『高橋和巳作品集』第 8巻、147ページ。
( 11 )「知識人の苦悩̶̶夏目漱石」、『高橋和巳作品集』第 8巻、263ページ。傍点は原文のまま。
( 12 )「韜晦」と記す背景には、1920年代末から 30年代にかけての「転向」、戦争体験、GHQによ
る言論統制、高橋自身による破壊活動防止法反対闘争処分関連ハンガーストライキ参加 (1952
年)、荒神橋事件 (1953 年)、六全協決定 (1955 年) があるのではないか。また「Ⅰ」と「Ⅱ」
のあいだに 60年安保がはさまることについても注意喚起しておこう。







( 14 )『高橋和巳作品集』第 8巻、235ページ。
( 15 )「潘岳論」、『高橋和巳作品集』第 9巻、東京：河出書房新社、1972年、347ページ。
( 16 )『高橋和巳作品集』第 3巻、88ページ。
( 17 )『高橋和巳作品集』第 8巻、201-202ページ。
( 18 )司馬相如の重要性を高橋が強く意識するようになった背景として、吉川幸次郎「司馬相如につ
いて」(1948年)、『中国文学入門』(1951年)の存在も考えるべきだろう。
( 19 )『高橋和巳作品集』第 7巻、東京：河出書房新社、1970年、459-460ページ。
( 20 )「忍耐の思想̶̶武田泰淳」、『高橋和巳作品集』第 8巻、204ページ。
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( 22 )『司馬遷』、『武田泰淳全集』第 11巻、23-24ページ。
( 23 )「忍耐の思想̶̶武田泰淳」、『高橋和巳作品集』第 8巻、208ページ。
( 24 )『司馬遷』、『武田泰淳全集』第 11巻、98ページ。
( 25 )『高橋和巳作品集』第 9巻、502、504、506ページ。
( 26 )高橋による本論争の総括として「政治と文学」、『高橋和巳作品集』第 8巻、を参照。
( 27 )伊藤整『近代日本人の発想の諸形式　他四編』岩波文庫、1981年、5-6ページ。
( 28 )「知識人の苦悩̶̶夏目漱石」、『高橋和巳作品集』第 8巻、277ページ。




( 31 )『高橋和巳作品集』第 9巻、29ページ。
( 32 )「表現者の態度Ⅱ」、『高橋和巳作品集』第 9巻、30ページ。
( 33 )「表現者の態度Ⅱ」、『高橋和巳作品集』第 9巻、45ページ。
( 34 )「戦後文学の思想」、『高橋和巳作品集』第 8巻、91ページ。
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( 41 )『高橋和巳作品集』第 8巻、127-128ページ。
( 42 )『高橋和巳作品集』第 8巻、116ページ。
( 43 )「劉勰『文心雕龍』文学論の基礎概念の検討」、『高橋和巳作品集』第 9巻、454ページ。あわ
せて、本論集所収の黄詩琦「高橋和巳における中国文学研究の起点̶̶「劉勰『文心雕龍』文
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( 46 )「憂鬱なる党派」第 1章、『高橋和巳作品集』第 3巻、17ページ。
( 47 )『高橋和巳作品集』第 3巻、118ページ。
( 48 )「忍耐の思想̶̶武田泰淳」（『高橋和巳作品集』第 8巻、202ページ。
( 49 )「憂鬱なる党派」第 9章 1で、女性の日浦朝子だけが、「離騒」の女嬃に似た役割を果たす。日
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